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60年経た憲法の先駆性、先進性確信に 
 
 
 
 
安倍晋三首相は初の所信表明演説でも、「現行の憲法は、日本が占領されている時

代に制定」、と相変わらずの”おしつけ憲法論”を展開しました。それは、日本国憲法
を「敗戦国としての連合国に対する”詫び証文”」(『美しい国へ』)などとして、さき
の戦争を日独伊による侵略戦争と確認した戦後世界の原点を否定するものです。 
               

タカ派の主張むきだしに 
北朝鮮の核実件を絶好の機会ととら

え、麻生太郎外相はアメリカの臨検を

支援するため周辺事態法の発動もあり

うることを発言、中川昭一自民党政調

会長は核兵器保有も論議することもあ

り得ると発言――安倍内閣、自民党安

倍執行部は、早くもその反動的本性を

あらわにしつつあります。 
反撃の世論を一まわり二わり広げる

ことが急務になっています。そのため

憲法会議は、憲法の公布 60 年の本年
11月から施行 60年の来年 5月までを、
憲法 60 年運動期間として、学習や宣
伝を大いにもりあげることとしました。 
中央憲法会議はその方針を具体化す

るため、11 月 10 日、東京で拡大常任
幹事会を開きます。 

 

◇当面の予定◇ 
 
▽改憲手続法案など暴走政治を許

さない昼休みデモ 
 ・日時 10月 31日 12時 
 ・集合 日比谷公園霞門(国会へ) 
▽憲法公布 60 周年記念シンポジウム

「安倍政権と憲法をめぐる新た

な局面」 
 ・日時 11月１日 午後６時 
 ・会場 全国教育文化会館 
・シンポジスト  
市田忠義（共産党書記局長） 
小林武（愛知大学・憲法学） 
山本由美（浦和大学短期大・教

育学） 
・参加費 500円 

▽憲法会議拡大常任幹事会 
・日時 11月 11日 午前 11時 
・会場 東京 
・議題 憲法 60周年の運動 
 

歴史に逆行する安倍首相と対決を 



 自民党憲法審議会メンバー 
会長＝船田元 
会長代理＝瓦力、舛添要一 
顧問＝愛知和男、小杉隆、古賀誠、中

山太郎、丹羽雄哉、野田毅、鳩山邦

夫、深谷隆司、保岡興治、山崎拓、

陣内孝雄、関谷勝嗣、南野知恵子 
参与＝谷川和穂、葉梨信行、 
副会長＝伊藤公介、井上喜一、今井宏、

今津寛、衛藤征士郎、小野晋也、河

村建夫、坂本剛二、佐藤剛男、杉浦

正健、玉沢徳一郎、中谷元、中野清、

原田義昭、二田孝治、町村信孝、松

本純、三ッ林隆志、三原朝彦、吉野

正芳、泉信也、清水嘉与子 
事務局長＝中谷元（兼） 
事務局次長＝近藤基彦、葉梨康弘 

憲法 60 年へ各地の動き 
 【千葉】 千葉憲法会議は 10月 13
日、06年度総会を開き、改憲を前面に
掲げた安倍内閣が登場したもとで、憲

法公布 60 周年の運動を強化すること
を確認しました。また、討論では民医

連の若い職員の憲法学習の状況、自治

体の職場における憲法運動なども報告

され、参加者全員が発言しました。 
 総会では、中央憲法会議の平井正事

務局次長があいさつしました。 
 【大阪】 大阪憲法会議・共同セン

ターは 10月 12日、団体・地域代表者
会議をひらき 20団体・13地域の代表
が参加しました。会議では、①団体・

地域が 11 月末までに達成する目標を
明確にする、②すべての地域で全戸訪

問活動を実施する、③すべての構成員

が個人目標も明らかにして署名をすす 

 
安倍首相のもう一人の祖父 

 
安倍首相は、A級戦犯容疑者であ

り、60 年安保改定を強行して「昭
和の妖怪」といわれる母方の祖父・

岸信介を、尊敬の念をこめて随所で

美化しています。 
ところが、安倍首相はもう一人の

父方の祖父である安倍寛について

は一言も語っていません。 
安倍寛は戦前、国会議員として大

政党の金権政治を糾弾した政治家

であり、純粋な軍事政権である東条

内閣にも批判的でした。1942 年４
月、戦時総動員体制のもとで行われ

た衆議院選挙は大政翼賛会の推薦

名簿にもとづいておこなわれ、東条

内閣や戦争に反対する政治家は非

難され、暗殺や特高による弾圧が横

行しました。しかし反対派の代表格

である安倍寛は、非推薦で立候補し

当選を果たすほど人望のある人物

でした。惜しくも戦後第一回の総選

挙を前に急死しました。 
対称的な二人の祖父のうち、岸信

介だけを尊敬するところに、安倍首

相の本性が如実にあらわれている

といえます。   
めること、などを意思統一しました。 
 【京都】 京都憲法会議は、自由法

曹団京都支部、憲法を守る婦人の会と

共催で、11月２日、恒例の「憲法記念
秋のつどい」を開きます。「つどい」で

は改憲問題の現状報告と、「暮らしの

なかの格差社会」と題する山家悠紀夫

さんの講演がおこなわれます。 
 【石川】 石川憲法会議と石川共同

センターは 11月３日、憲法公布 60周
年記念行事として「蟻の兵隊」の上映

集会を開きます。 


